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細
川
秀
一
常
任
理
事
の
司

会
で
開
会
。
冒
頭
の
あ
い
さ

つ
で
松
本
吉
郎
会
長
は
、
７

月
24
、
25
の
両
日
に
能
登
半

島
を
改
め
て
訪
問
し
た
こ
と

に
言
及
。「
発
災
か
ら
７
カ
月

以
上
経
つ
が
、
ま
だ
ま
だ
復

興
途
上
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
た
」
と
し
、
引
き
続
き
日
本

医
師
会
と
し
て
可
能
な
限
り

の
支
援
を
行
っ
て
い
く
と
の

考
え
を
示
す
と
と
も
に
、
今

後
の
体
制
づ
く
り
の
た
め
の

活
発
な
議
論
を
求
め
た
。

ま
た
、
８
月
８
日
に
宮
崎

県
日
向
灘
を
震
源
と
す
る
地

震
が
発
生
し
た
こ
と
に
伴

い
、
気
象
庁
か
ら
「
南
海
ト
ラ

フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地

震
注
意
）
」
が
発
表
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
て
、
日
本
医
師

会
で
は
災
害
対
策
基
本
法
上

の
指
定
公
共
機
関
と
し
て
、
会

内
に
地
震
警
戒
本
部
を
設
置

し
た
こ
と
な
ど
を
公
表
し
た

（
８
月
15
日
に
本
部
を
廃
止

し
、
所
定
の
措
置
を
終
了
）
。

次
に
あ
い
さ
つ
し
た
安
田

健
二
石
川
県
医
師
会
長
は
、

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
派
遣
等
へ
の
支
援

に
謝
辞
を
述
べ
た
上
で
、
現

状
の
能
登
半
島
の
人
口
、
患

者
数
、
診
療
所
の
復
旧
状
況

等
に
つ
い
て
報
告
。
復
旧
・

復
興
は
ま
だ
先
に
な
る
と
の

見
方
を
示
し
、「
本
日
は
忌き

た

ん憚

の
な
い
意
見
を
頂
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

続
い
て
あ
い
さ
つ
し
た
中

田
勝
己
厚
生
労
働
省
医
政
局

地
域
医
療
計
画
課
長
は
、
政

府
全
体
の
会
議
に
お
い
て
、

能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
災

害
関
連
死
が
過
去
の
災
害
と

比
較
し
て
非
常

に
少
な
か
っ
た

こ
と
に
触
れ
、

医
療
関
係
者
の

貢
献
に
感
謝
の

意
を
示
し
た
。

厚
労
省
と
し
て

も
研
究
班
を
立

ち
上
げ
、
能
登

半
島
地
震
の
教

訓
を
今
後
の
対

応
に
生
か
す
べ

く
検
討
を
進
め

て
い
く
と
し

て
、
そ
の
支
援

を
求
め
た
。

引
き
続
き
、

日
本
医
師
会
か

ら
の
報
告
と
し

て
、
細
川
常
任

理
事
が
令
和
６

年
能
登
半
島
地

震
に
お
け
る
Ｊ

Ｍ
Ａ
Ｔ
派
遣
の
流
れ
や
今
回

の
活
動
の
特
色
等
を
説
明
。

次
の
災
害
に
向
け
て
、
日
本

医
師
会
、
被
災
地
医
師
会
、

概
念
が
機
能
し
て
い
た
か
な

ど
が
重
要
に
な
る
と
し
た
上

で
、
「
災
害
は
不
確
実
性
を

持
っ
て
い
る
も
の
の
、
基
本

的
な
概
念
・
方
略
は
あ
る
程

度
標
準
化
で
き
る
。
そ
れ
を

ベ
ー
ス
に
し
た
事
前
の
教
育

が
重
要
で
あ
り
、
委
員
会
と

し
て
も
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

そ
の
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
今
後
の
連
携
体

制
や
情
報
共
有
の
あ
り
方
、

機
能
が
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
シ
ス
テ
ム
の
比
較
、
災

害
対
策
本
部
や
保
健
医
療
福

祉
調
整
本
部
で
の
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

の
位
置
付
け
、
新
た
な
支
援

医
師
の
養
成
、
風
土
に
合
っ

た
支
援
の
た
め
の
情
報
共

有
、
災
害
時
に
お
け
る
個
人

情
報
保
護
法
の
免
責
の
周
知

な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
た
。

　松本吉郎会長は8月7日、記者会見を行い、本
年7月末時点での日本医師会の会員数が17万
7,170名となったことを明らかとした。
　この数字は、昨年12月1日時点に比べて約
1,200名、昨年7月末日時点に比べて約2,900名の
増加となっており、会員総数は過去最大となっ
ている。
　松本会長は今回の数字を踏まえて、引き続き
組織強化を推進していく意向を改めて強調した。

日本医師会の会員数が
過去最大の17万7,170名に

第
一
部 

 
能
登
半
島
地
震
対
応
と 

 

そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓

近
藤
久
禎
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
事
務

局
次
長
／
日
本
災
害
医
学
会

理
事
は
、
被
害
を
受
け
た
医

療
・
福
祉
の
提
供
体
制
や
施

設
を
支
え
、
被
災
者
に
可
能

な
限
り
元
通
り
の
人
生
、
生

活
を
維
持
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
活
動
を
行
っ
た
と

今
回
の
活
動
を
振
り
返
っ
た

上
で
、
具
体
的
な
活
動
と
し

て
、
被
災
地
の
病
院
・
施
設

避
難
の
実
施
や
「
い
っ
と
き

待
機
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
設

置
・
運
営
等
の
内
容
を
報

告
。
今
後
、
高
齢
化
率
が
高

い
地
域
に
お
け
る
災
害
医
療

に
つ
い
て
問
題
提
起
す
る
と

と
も
に
、
今
回
は
指
揮
系
統

と
福
祉
施
設
の
情
報
シ
ス
テ

ム
の
整
備
が
最
大
の
課
題
に

な
っ
た
と
指
摘
し
た
。

齊
藤
典
才
石
川
県
医
師
会

理
事
／
石
川
県
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調

整
本
部
長
は
、
今
回
の
石
川

県
医
師
会
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動

を
振
り
返
り
、
今
後
の
災
害

支
援
に
向
け
て
、
他
団
体
と

の
フ
ェ
ー
ズ
や
活
動
内
容
の

第
二
部 

 

こ
れ
か
ら
の
先
遣
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、 

 

統
括
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
機
能

秋
冨
愼
司
日
医
総
研
主
任

研
究
員
／
石
川
県
医
師
会
参

与
／
日
本
医
師
会
統
括
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｔ
は
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
で

は
出
口
戦
略
を
設
定
し
、
そ

れ
を
踏
ま
え
た
調
整
を
し
て

い
く
体
制
が
必
要
で
あ
る
と

指
摘
。
ま
た
、
寄
り
添
い
な

が
ら
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

が
、
二
次
避
難
所
で
は
支
援

が
必
要
な
被
災
者
の
存
在
が

隠
れ
て
し
ま
う
な
ど
の
課
題

が
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
し
た

他
、
引
き
継
ぎ
で
活
用
し
た

施
設
カ
ル
テ
や
介
入
頻
度
の

ト
リ
ア
ー
ジ
な
ど
を
紹
介
し

た
。山

口
芳
裕
日
本
医
師
会
救

急
災
害
医
療
対
策
委
員
会
委

員
長
／
杏
林
大
学
医
学
部
主

任
教
授
・
高
度
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
長
は
、
次
の
災
害
に

向
け
て
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
（
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
連
邦
緊
急
事
態
管

理
庁
）を
参
考
に「
体
制
」「
連

携
」
「
通
信
」
の
問
題
点
を

探
る
た
め
の
問
診
票
を
作
成

す
る
こ
と
を
提
案
。
ま
た
、

具
体
的
な
ア
ウ
ト
カ
ム
の
一

つ
と
し
て
指
揮
系
統
の
階
層

支
援
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
派
遣
す
る

医
師
会
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
の

そ
れ
ぞ
れ
の
あ
り
方
や
他
の

保
健
医
療
チ
ー
ム
、
関
係
団

体
等
と
の
連
携
に
つ
い
て
建

設
的
な
議
論
を
求
め
た
。

佐
原
博
之
常
任
理
事
／
石

川
県
医
師
会
理
事
は
、
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｔ
の
活
動
拠
点
と
活
動
範

囲
の
推
移
な
ど
、
被
災
地
で

の
活
動
内
容
を
説
明
し
た
上

で
、
日
本
医
師
会
、
石
川
県

医
師
会
、
被
災
地
郡
市
医
師

会
と
の
縦
の
連
携
と
、
各
地

域
の
保
健
医
療
福
祉
調
整
本

部
を
中
心
と
し
た
関
係
組
織

と
の
横
の
連
携
が
重
要
で
あ

る
と
の
考
え
を
強
調
。
そ
の

一
方
、
情
報
共
有
手
段
の
乱

立
に
よ
り
混
乱
し
た
こ
と
を

問
題
視
し
、
情
報
共
有
の
あ

り
方
を
検
証
し
、
災
害
時
に

お
け
る
有
効
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る

と
指
摘
し
た
。

そ
の
後
は
、
三
部
構
成
で

講
演
等
が
行
わ
れ
た
。

違
い
を
意
識
し
た
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

要
綱
の
改
訂
な
ど
を
提
案
。

更
に
、
初
め
て
導
入
し
た
Ｆ

Ａ
─

Ｓ
Ｙ
Ｓ
（
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
施

設
評
価
統
合
シ
ス
テ
ム
）
の

有
用
性
や
石
川
県
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

調
整
本
部
と
各
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の

連
絡
手
段
と
し
て
用
い
た

Teams

の
機
能
や
移
行
の
経

緯
に
つ
い
て
概
説
し
た
。

続
い
て
細
川
常
任
理
事

が
、
事
前
に
寄
せ
ら
れ
た
16

医
師
会
か
ら
の
意
見
・
提
案

に
つ
い
て
回
答
。
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

と
し
て
心
得
て
欲
し
い
こ
と

に
、
各
災
害
特
有
の
情
報
を

加
え
た
資
料
を
制
作
す
る
考

え
を
示
し
た
他
、
六
つ
の
論

点
・
課
題
ご
と
に
コ
メ
ン
ト

を
述
べ
た
。

第
三
部 

 

専
門
的
な
機
関
等
と
の
連
携

若
井
聡
智
日
本
災
害
医
学

会
理
事
／
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
事
務
局

次
長
は
、
災
害
医
療
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
チ

ー
ム
の
活
動
に
つ
い
て
、
平

成
30
年
に
日
本
医
師
会
と
日

本
災
害
医
学
会
と
の
間
で
災

害
医
療
に
関
す
る
相
互
協
定

を
結
ん
で
以
降
、
初
め
て
の

派
遣
で
あ
り
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
枠

組
み
で
統
括
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
た
こ
と
を
報

告
。
支
援
の
継
続
性
・
一
貫

性
の
観
点
で
円
滑
な
支
援
を

行
う
こ
と
が
で
き
た
と
し
た
。

泉
川
公
一
日
本
環
境
感
染

学
会
災
害
時
感
染
制
御
検
討

委
員
会
委
員
長
は
、
令
和
２

年
に
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
協
定
を
締

結
し
て
以
降
、
初
の
本
格
稼

働
と
な
っ
た
日
本
環
境
感
染

学
会
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
感
染
症
の

発
生
予
防
を
含
む
避
難
所
に

お
け
る
感
染
制
御
と
感
染
制

御
領
域
の
支
援
に
特
化
し
た

チ
ー
ム
）
の
今
回
の
活
動
に

つ
い
て
、
避
難
所
訪
問
、
相

談
対
応
、
支
援
物
資
の
提
供
、

感
染
予
防
啓
発
の
ポ
ス
タ

ー
・
動
画
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
な
ど
の
支
援
を
行
っ
た

こ
と
を
報
告
し
た
。

そ
の
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
他
団
体
の
チ
ー

ム
が
ど
う
い
っ
た
役
割
を
担

い
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
協
働
し
て

い
く
の
か
を
整
理
し
た
上

で
、
各
研
修
な
ど
を
通
じ
て

周
知
す
る
こ
と
の
要
望
や
、

各
学
会
と
の
連
携
・
協
定
を

今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

く
の
か
と
い
っ
た
意
見
に
対

し
て
、
細
川
常
任
理
事
が「
次

期
の
救
急
災
害
医
療
対
策
委

員
会
に
お
い
て
検
討
し
て
い

く
」
と
回
答
し
た
。

最
後
に
総
括
を
行
っ
た
茂

松
茂
人
副
会
長
は
、
三
部
構
成

の
報
告
を
頂
い
た
各
登
壇
者

の
先
生
方
に
謝
辞
と
感
想
を

述
べ
た
上
で
、「
今
後
に
向
け

て
災
害
医
療
体
制
の
強
化
を

図
る
た
め
に
は
、
各
災
害
に
お

い
て
体
制
整
備
と
課
題
解
決

に
向
け
た
対
応
を
積
み
重
ね
、

次
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

重
要
に
な
る
」
と
し
、
引
き
続

き
の
支
援
と
協
力
を
求
め
、

報
告
会
は
終
了
と
な
っ
た
。

　令和6年能登半島地震JMAT活動報告会が8月9日、都道府県医師
会JMAT担当理事連絡協議会を兼ねて日本医師会館小講堂とWEB
会議のハイブリッド形式で開催され、今後の大規模災害に備え、今
回の災害対応を検証して日本医師会災害医療チーム（以下、JMAT）
の活動をより強固かつ効率的なものにすべく議論が行われた。

令和6年能登半島地震JMAT活動報告会（都道府県医師会JMAT担当理事連絡協議会）
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常
任
理
事

①スポーツ観戦
②「尊厳の保障」をライフワークとしています。
③�医師である父の背中を見ていたこともあり、小学校2年生時に医師になることを意識し、小学校6年生の卒業作文
には、「不治の病を治し、患者さんを助けて貢献したい」と医師になることを明確に記していました。

④�日本医師会の役員は、国民の生命と健康を守るべく、日々献身的に頑張っている医療現場に支障を来すことのない
ように、国としっかりと協議を行い施策に反映することが役割であります。医療機関の健全経営を確保し、外来・
在宅・入院医療の機能分化と連携により、かかりつけ医機能が遺憾なく発揮され、役割分担と連携により地域を「面」
として支えていけるよう努めて参ります。多くの課題が山積みとなっている現況の難局を打破すべく、執行部一丸
となり、覚悟をもって全力で取り組んで参りますので何卒よろしくお願い申し上げます。

介護保険・福祉（認知症を
含む）、精神保健（障害を
含む）、医療関係職種

江
え ざ わ

澤 和
か ず ひ こ

彦

常
任
理
事

①ジョギング、温泉巡り
②八面玲瓏
③�中学生までは建築士になろうと思っていましたが、高校の進学の際に親父が医師だったことや高校の教師からの勧
めで、何となく医学部に進学したような気がします。

④�実は、市の医師会にいた際は、県の医師会はなくても困らないと思っていました。県の医師会に行った際は、日本
医師会はなくても県医師会における担務には影響ないんじゃないかと思っていました。日本医師会に来てみると、
こんなに日本医師会は会員のことを考えて活動しているのだと知りました。自身の周りしか見えていなかったこと
をその都度知らされ、反省している次第です。ということで、私が日本医師会に来て大切だと思ったことは、「泰
然自若」という言葉です。

医事法制、学校保健、健・
検診、乳幼児保健

渡
わ た な べ

辺 弘
こ う じ

司

常
任
理
事

①�小学生時代は音楽・体育が苦手でそのまま大人になりましたが、現在では、「下手の横好き」で、冬になると雪を
求め、鹿児島から新潟・長野・（北海道）にスキーに訪れるのが趣味と言えるかも知れません。

②人生航路は汗と感謝で！（祖父の教え）、一期一会
③業を背負うようにマインドコントロールされたのかも知れません。
④�常任理事に就任して、世界に誇る国民皆保険制度が崩壊の瀬戸際に来ていることをひしひしと感じます。この制度
は一度崩壊すると二度と修復することは不可能と考えます。この制度を堅持するために尽力いたしますので、どう
か皆様の叱

し っ た

咤激励と厳しいご指導よろしくお願い申し上げます。
学術・生涯教育（医学会）、
勤務医、病院、国際

今
い ま む ら

村 英
ひ で ひ と

仁

①食事店巡り（仕事抜きの）、旅行・スキー（近年は両方とも全く行けてませんが）
②虚心坦懐
③�元々パイロットに憧れていたのですが、おじいちゃん子で、おじいちゃんに「家系で一人くらい医師になってもら
いたいもんだ」と、高校の時に言われたのがきっかけでした。

④�医療提供体制と医療保険制度は共に重要ですが、特に医療提供体制の検討には医療側からの提案が必要となります。
そのためには各地域の現状把握が鍵となりますが、医療の提供にはさまざまな要因が関係するため、成り立ちは地
域ごとに千差万別であり、その正確な把握には各地域医師会のご協力が必須です。今後行われる医療提供体制の検
討（新たな地域医療構想等）に際し、国の机上の空論に振り回されることなく、「現状の長所を生かしつつ、弱点
を修正する」という方針で臨みたいと思いますので、会員の先生方のご指導、何卒よろしくお願いいたします。

常
任
理
事

総務、医師の働き方、医療
機関勤務環境評価センター、
日医総研

城
き も り

守 国
こ く と

斗

常
任
理
事

①�オペラとバレエ鑑賞ですが、もっと好きなのはジャズバーでラム酒を飲んでいることで、ジャズ仲間からは、
Rhumjie（ラムジィ）と呼ばれています。映画は年に40作品（映画館では10作品程度）観ています。

②�「力耕不吾欺」。中国の詩人陶淵明の「移居」という詩の最後の部分です。自分が力を尽くし努力をすれば、必ず結
果が出るというのは、1700年も前の時代の話なのかも知れません。熱心に耕しても実りは必ずしもないかも知れ
ませんが、欺かない本質は、諦めずに続けた努力が新たな自分をつくることになると信じています。

③�子どもの頃読んだ『シュバイツァー伝』です。
④�担当は税制・医療機関経営・薬事等です。税制活動は財務省や総務省相手で、あまり目立たない、地味なものです。
しかしながら、医師やその家族、そしてスタッフの皆さんの生活の基盤を支えるものです。厚生労働省と議員の方々
の助けをお借りしながら、主戦場の霞が関や永田町で厳しい闘いを行っております。また、薬事は企業との闘いで
もあります。企業理論に流されないよう、医療は国防であり、人間の安全保障と考え、地域医療を支えるために励
んで参ります。ご指導のほど心よりお願いします。

税制、医療機関経営、薬事・
医療機器、治験

宮
み や か わ

川 政
ま さ あ き

昭

常
任
理
事

①�犬の散歩、猫とのたわむれ、移動中やホテルでの動画配信サービスの映画・ドラマ視聴と電子書籍の小説・マンガ
の読書

②�タフでなければ生きていけない、優しくなければ生きていく資格がない（レイモンド・チャンドラー作�私立探偵「フ
ィリップ・マーロウ」シリーズより）

③�父が外科医で、有床診療所を開業していました。兄が、「血を見るのは嫌い」という理由で医学部へ行かなかった
ため、何となく、私が医学部に進むことになりました。

④�私の担当である医療保険、医療DXの分野は、会員の先生方の毎日の診療を、現在そして将来にわたり、支える基
盤となります。それだけに、影響の大きさや重要性をしっかりと認識して、日々、精進して参りますので、今後と
も、ご指導、ご支援よろしくお願い申し上げます。

医療保険、情報、健康スポ
ーツ

長
な が し ま

島 公
き み ゆ き

之

常
任
理
事

①化石・鉱石収集、グルメ、観光
②継続は、力なり。経験は、人生の肥やしである。
③�父親が医師であり自宅開業であったため、幼少時より父がする診療スタイル（深夜往診も含めて一切、断らないな
ど）を目の当たりにしてこの職業に憧れました。

④�2期目の常任理事に選任、選定を頂き深く感謝申し上げます。能登半島地震におきましては、全国より延べ3,800
チーム以上のJMATを派遣頂き救急災害医療担当理事として心より感謝申し上げます。同地震においては今まで
類を見ない特殊な状況、状態に見舞われ、課題も多かったため、災害救護の形態をもう一度見直さなければなり
ません。今後日本医師会として統括機能をより強化し、被災地に対してプッシュ型支援も行っていきたいと考え
ております。全国の医療・保健・介護に携わっておられる皆様のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げ
ます。

労災・自賠責、救急災害医
療、精度管理、死因究明

細
ほ そ か わ

川 秀
ひ で か ず

一

就任に当たっての抱負と担当業務について
①趣味　②座右の銘　③医師になったきっかけ　④会員の先生方へ一言
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①趣味　②座右の銘　③医師になったきっかけ　④会員の先生方へ一言
役員紹介 < 常任理事 >

常
任
理
事

常
任
理
事

常
任
理
事

①薔薇栽培、ゴルフ、旅行
②一期一会、継続は力なり
③�小学校2年生の時に、頭部外傷にて3カ月の長期入院をし、その時の主治医の人間味のある対応を経験し、子ども
ながらに医師になりたいと思い続けたのがきっかけだと思います。

④�地元の小野市・加東市医師会役員を20年、兵庫県医師会役員を10年務め、6月より２期目の日本医師会常任理事
に就任いたしました。日本医師会、中央の行政等の仕事は、想像していたのとは全く違う景色でした。人口減少、
高齢化に向かう2040年に向けて、地域の事情も含め医療と介護は、重要課題が山積みです。国民の健康を守り、
医師会員の皆様が誇りを持って仕事ができるよう取り組んで参ります。また、将来の医師会員となる若き医学生・
医師達のためにも、会員の皆様に、医師会活動・医師連盟活動に、ご支援よろしくお願いいたします。

地域医療、外国人医療、在
宅医療、小児在宅ケア

坂
さ か も と

本 泰
た い ぞ う

三

生命倫理、医賠責、周産期、
環境保健、医療廃棄物

濵
は ま ぐ ち

口 欣
き ん や

也

①TVドラマ鑑賞。テニスはけがのためお休み中。学生時代はバスケ部・スキー部。温泉好き。
②「心配するな、大丈夫、なんとかなる（伝�一休宗純）」という言葉が好きです。
③�父が病院を経営しており、小さな頃から医療を身近に感じていました。3人兄弟の末っ子で、女ということもあり、
あまり期待をかけられなかったため、反面、医師の道に向かったように思います。

④�今回、紅一点となりました。地元、千葉県医師会で役員を務めていた頃より、日本医師会役員や代議員に女性が少
ないことに問題意識をもっていました。医師会は三層構造であり、地域医師会や委員会から女性が参画することが
大切です。女性自身も医療政策への関心を持って、ぜひご参加頂ければと思います。松本会長のリーダーシップの
下、早くその一翼となれるよう、精進して参ります。皆さまのご指導・ご鞭撻をどうぞよろしくお願いいたします。

産業保健、有床診療所、男
女共同参画、女性医師支援
センター

松
ま つ お か

岡 かおり

①ゴルフ、ジムトレーニング、ラグビー、音楽活動
②プリンシプルを持つ、和而不同
③�祖母が産婆かつ父が産婦人科医だったため、必然的に産婦人科医師を目指すこととなりました。
④�松本キャビネットの「地方から中央へ」の柱を考えるに、本会と都道府県医師会や郡市区医師会の相互理解を深め
ることが極めて重要だと思います。我々常任理事が地域に出向いて忌

き た ん

憚ない議論を重ね、目線を一つに一致団結・
協働していくことこそが、真の組織強化であると考えます。先生方のご理解、ご指導、ご支援を頂きながら、情熱
を持ってさまざまな課題に精進致します。何卒よろしくお願い申し上げます。

常
任
理
事

①映画鑑賞
②誠意を尽くす
③�根っからの道産子だった私は高校の入学時に東京に憧れ、医師になるなら大学は東京だ！　そう思い込んでいまし
た。しかし、一人っ子の私は周囲からさまざまな説得を受け、結局札幌の医学部に進み、今に至っています。

④�会員の諸先輩方から教えを頂き、同僚の会員から助けてもらい、後輩達の若いエネルギーに囲まれ、これまで医師
としての仕事を続けることができました。仲間は人生の中で一番の宝です。ライバルだって仲間です。一人一人の
力は小さくても、仲間が集まり助け合い、励まし合い、時にはけんかする。医師という共通の土台があるからこそ、
お互いを理解し合えるのだと思います。人を助けること、人の思いに耳を傾けられること、人の人生に関われるこ
と、全てが今の自分の支えとなっています。謙虚さを忘れず、前に進みたいと思います。

感染症危機管理対策・予防
接種、会員情報、図書館

笹
さ さ も と

本 洋
よ う い ち

一

常
任
理
事

①本を読むこと、芸術に触れること、繫
つな

ぐこと
②�信孚於上下、天下無甚難處事�
「座右の銘」というほどのものではありませんが、そのとおりだと思っています。
③�祖父も父も医師で、地域医療を文字どおり必死に守り、そして最期まで医師会の活動に命がけで取り組んでいたよ
うに思えましたので、あまり考えずに自分もそうするものと思っておりました。お恥ずかしい限りです。

④�今の秋田の課題は、早晩、他の地方でも地域医療の大きな課題として顕在化します。祖父は50年前、父は30年
前でしたが、いずれの時代にも守るべきこと、変えていくべきことがあったのだろうと思いますし、二人とも、医
師会には、国民の生命と健康を守るために医療のあるべき姿を求め、それを実現していく力があると信じていたの
だろうと思います。私もそう思います。今と将来の医師が、誇りと希望をもって診療を続けられるよう、微力なが
ら努めて参ります。どうぞよろしくお願い申し上げます。

財務、医療安全、国民生活
安全対策、会員福祉

藤
ふ じ わ ら

原 慶
よ し ま さ

正

常
任
理
事

①写真撮影
②我以外皆我師
③ブラックジャックに憧れて
④�令和6年能登半島地震に際し、全国からJMATのご支援を頂き誠にありがとうございました。私は、日本医師会、
石川県医師会、七尾市医師会のそれぞれの震災対策に深く関わり、改めて医師会の役割である「国民の生命と健康
を守ること」と「医師の医療活動を支えること」の意義と重要性を強く感じました。今期から、年金、公衆衛生、
先端医療、医師国保、電子認証センターの主担当と、情報、介護保険、災害救急医療、産業保健等の副担当を拝命
しました。より強靭な医師会を目指して取り組んで参りますので、よろしくお願いいたします。

年金、公衆衛生、先端医療、
医師国保、電子認証センター

佐
さ は ら

原 博
ひ ろ ゆ き

之

常
任
理
事

①ヨット、陶芸、旅行・城巡り
②「学者は国家の奴雁なり」（“学者”を“医者”に読み替えて）
③�福沢諭吉先生が北里柴三郎日本医師会初代会長へ送ったとされる「贈医」という七言絶句（右掲）
を高校3年生の時に知り、医師という職業に憧れを持つようになりました。

④�常任理事2期目は、「医療政策、広報、共同利用施設、禁煙対策・がん対策」を担当します。大
学院・大学病院勤務時代から携わってきた研究・臨床実績や、20年に及ぶ新宿区医師会、東京都医師会、日本医
師会での役員経験に加え、自らの闘病体験も踏まえて、国民の生命と健康を守るための実効性ある医療政策・がん
対策に努めて参ります。また、国民のより強い支持を得るために、広報戦略の革新を目指す覚悟です。これらの実
現には会員各位との緊密な連携が不可欠と心得ておりますので、引き続きご指導・ご支援賜りますようお願い申し
上げます。

医療政策、広報、共同利用
施設、禁煙対策・がん対策

黒
く ろ せ

瀨　 巌
いわお

無限輸贏天又人
医師休道自然臣
離婁明視麻姑手
手段達辺唯是真



日 医 ニ ュ ー ス 第1510号（4）令和6年9月5日〔第3種郵便物認可〕

■■■■■■■■

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

 

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

推
進
に
向
け
て

8
月
7
日

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
）
の
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
の
推
進
に
向
け

て
、（
１
）
動
画
制
作
、（
２
）

Ｃ
Ｍ
制
作
、
（
３
）
啓
発
資

料
の
作
成

─
を
行
っ
た
こ

と
を
説
明
し
た
。

（
１
）
に
関
し
て
は
、
令
和

５
年
度
よ
り
定
期
接
種
に
加

て
「
物
価
高
騰
・
賃
金
上
昇

へ
の
対
応
」
に
つ
い
て
、
補

助
金
や
診
療
報
酬
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
選
択
肢
を
含
め
た
機

動
的
な
対
応
を
、
そ
れ
ぞ
れ

求
め
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。具

体
的
に
は
、
（
１
）
で

は
標
準
型
電
子
カ
ル
テ
等
の

導
入
費
用
や
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
費
用
な
ど
の

支
援
を
、
（
２
）
で
は
地
域

医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
の

拡
充
及
び
柔
軟
な
運
用
や
、

補
助
事
業
の
拡
充
等
を
そ
れ

ぞ
れ
要
望
。
ま
た
、
（
３
）

に
つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
・

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開
発
・
備

蓄
の
拡
充
や
、
検
査
キ
ッ
ト

等
の
備
蓄
な
ど
の
諸
経
費
の

支
援
を
要
求
。
当
日
の
会
談

で
松
本
会
長
は
、
「
平
時
か

ら
の
個
人
防
護
用
具
（
Ｐ
Ｐ

Ｅ
）
の
備
蓄
等
へ
の
支
援
も

お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

要
望
の
手
交
を
受
け
て
、

武
見
厚
労
大
臣
は
そ
の
内
容

に
一
定
の
理
解
を
示
し
た
上

で
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
等

の
感
染
症
の
再
拡
大
に
つ
い

て
言
及
し
、
「
抗
ウ
イ
ル
ス

薬
の
自
己
負
担
額
が
高
い
た

め
、
低
所
得
者
層
も
見
据
え

た
対
策
な
ど
も
検
討
し
て
い

く
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

日
本
医
師
会
で
は
今
後
、

こ
の
要
望
書
を
基
に
政
府
与

党
を
始
め
、
関
係
者
等
に
そ

の
実
現
を
強
く
求
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

わ
っ
た
９
価
ワ
ク
チ
ン
や
キ

ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
に
つ
い

て
解
説
し
た
動
画
「
教
え

て
！

日
医
君
！

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
２
～
知
っ
て
い
ま
す

か
？
若
い
世
代
に
増
え
て
い

る
子
宮
頸
が
ん
～
」
を
制
作

し
、

日

本

医

師

会

公

式

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
掲

載
し
た
こ
と
を
報
告
。（1）HPVワクチン2

本
動
画
は
厚
生
労
働
省
の

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
係
る
自

治
体
向
け
説
明
会
で
も
紹
介

さ
れ
、
多
く
の
自
治
体
か
ら

動
画
を
活
用
し
た
い
と
の
意

向
を
受
け
た
こ
と
に
言
及
す

る
と
と
も
に
、
希
望
す
る
医

師
会
員
等
に
も
デ
ー
タ
提
供

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明

し
た
。

ま
た
、
７
月
に
は
、
女
子

高
校
生
と
そ
の
母
親
３
組
か

ら
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
の
疑
問
に
答
え
る
た
め

の
座
談
会
を
実
施
し
、
そ
の

模
様
を
収
録
し
た
動
画
「
子

宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
ワ
ク

チ
ン
の
疑
問
に
答
え
る
座
談

会
」
を
公
式YouTube

チ
ャ

ン
ネ
ル
に
掲
載
し
て
い
る
こ

と
も
併
せ
て
紹
介
し
た
。

（2）座談会

（
２
）
に
つ
い
て
は
、
座

談
会
の
動
画
を
利
用
し
て
制

作
し
た
Ｃ
Ｍ
を
８
月
５
日
か

ら
約
１
カ
月
間
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
を
行
っ
て
い
る

こ
と
を
報
告
す
る
と
と
も

に
、60
秒
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
、

８
月
下
旬
～
９
月
初
め
に
掛

け
て
地
上
波
で
放
映
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

更
に
、
（
３
）
で
は
、
福

岡
県
立
大
学
看
護
学
部
・
養

護
教
諭
課
程
の
協
力
の
下
、

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対
象

世
代
（
19
～
22
歳
）
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
を
基
に
、
同

世
代
の
人
や
そ
の
保
護
者
に

向
け
て
啓
発
資
料
を
作
成
し

た
こ
と
を
説
明
。
接
種
を
済

ま
せ
た
あ
る
い
は
接
種
を
予

定
し
て
い
る
人
が
多
い
一

方
、
接
種
を
予
定
し
て
い
な

い
人
も
存
在
し
、
「
本
人
だ

け
で
な
く
、
保
護
者
の
意
向

も
重
要
に
な
る
」
と
の
認
識

を
示
す
と
と
も
に
、
副
反
応

に
対
し
て
疑
問
や
懸
念
が
あ

る
と
い
う
意
見
が
見
ら
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
回
の

資
料
で
厚
労
省
が
提
示
し
て

い
る
科
学
的
根
拠
の
解
説

や
、
釜

副
会
長
、
濵
口
欣

也
常
任
理
事
、
笹
本
洋
一
常

任
理
事
か
ら
の
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
ア
ド
バ
イ
ス
も
加
え
る
こ

と
で
、
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

理
解
し
や
す
い
構
成
に
し
て

い
る
と
し
た
。

（3）啓発資料

そ
の
上
で
、
釜

副
会
長

は
、
今
回
の
広
報
活
動
に
つ

い
て
、
「
子
宮
頸
が
ん
で
亡

く
な
る
人
を
一
人
で
も
減
ら

し
た
い
と
の
思
い
で
実
施
し

て
い
る
」
と
主
張
。
「
接
種

を
受
け
る
か
受
け
な
い
か
は

一
人
一
人
の
判
断
に
よ
る
が

９
月
末
ま
で
に
１
回
目
の
接

種
を
開
始
し
な
い
と
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
接
種
の
機
会
を
逃

し
て
し
ま
う
」
こ
と
を
強
調

し
、
「
多
く
の
方
に
動
画
や

Ｃ
Ｍ
、
啓
発
資
料
を
ご
覧
頂

き
、
接
種
の
検
討
を
し
て
欲

し
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

松
本
会
長

「
２
０
２
５（
令
和
７
）年
度
予
算
要
求
要
望
」を

                           

武
見
厚
労
大
臣
に
提
出

松
本
吉
郎
会
長
は
８
月
１

日
、
参
議
院
議
員
会
館
を
訪

れ
、
武
見
敬
三
厚
生
労
働
大

臣
に
「
２
０
２
５
（
令
和
７
）

年
度
予
算
要
求
要
望
」
を
手

交
し
た
（
全
文
は
日
本
医
師

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
」
を
参
照
）
。

今
回
手
交
し
た
要
望
書
は

７
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
第

13
回
常
任
理
事
会
で
機
関
決

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
は
、
概
算
要
求

と
し
て
３
項
目
〔
（
１
）
医

療
Ｄ
Ｘ
の
適
切
な
推
進
の
た

め
の
予
算
確
保
、
（
２
）
地

域
医
療
へ
の
予
算
確
保
、

（
３
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
経
験
を
踏
ま
え

た
新
興
感
染
症
等
へ
の
予
算

確
保
〕
を
、
事
項
要
求
と
し

釜

敏
副
会
長
は
子
宮
頸

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
（
Ｈ
Ｐ

　⻆田徹副会長は 8 月 7 日の記者会見で、日本医師会が日本医学会との協
力の下で発行している英文オンラインジャーナル「JMA Journal」が初めて、
ジャーナル・インパクトファクター（JIF）※を取得し、その値は 1.5 であっ
た（2024 年 6 月 20 日、クラリベイト社発表）ことを明らかとした。
　「JMA Journal」は、臨床医学や基礎医学、公衆衛生学等、医学・医療の
全般をカバーする総合医学雑誌である。公式サイトで全文を公開しており、
当面の間は、論文の投稿料、掲載料、オープンアクセス料等を無料として
いる。
　今回の取得を受けて、⻆田副会長
は、今後も国内外の医学研究者や医
療従事者にとって、信頼できる貴重
な情報源となるよう、掲載論文の質
を高め、更なる成長を目指していく
考えを示した。
※あるジャーナルに掲載された論文が平均的にどれくらい引用されたかを示す指標で、ジャーナルの

影響力を示す数値として利用されている。

最新情報はこちら

▲

https://www.jmaj.jp
論文投稿はこちら

▲

https://mc.manuscriptcentral.com/jmaj
JMA Journal公式X

▲

https://twitter.com/JmaJournal
問い合わせ先： JMA Journal Support Office

▲

admin@jmaj.jp
 日本医師会国際課JMAジャーナル編集室

▲

jmaintl@po.med.or.jp

JMA Journal
webサイト

「JMA Journal」が初めての
  ジャーナル・インパクトファクターを
                                             取得

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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朝
市
通
り

 

豊
田　

紳
敬

メ
デ
ィ
ア
の
映
像
は
容
赦

な
い
。
正
月
早
々
の
テ
レ
ビ

画
面
に
は
、
一
面
焦
土
と
化

し
た
街
並
み
が
一
日
中
映
し

出
さ
れ
て
い
た
。
２
０
２
４

年
１
月
１
日
の
能
登
半
島
地

震
で
、
震
度
６
強
の
揺
れ
を

観
測
し
た
石
川
県
輪
島
市
の

「
朝
市
通
り
」
で
は
大
規
模
な

火
災
が
起
き
、
店
舗
や
住
宅

な
ど
２
０
０
棟
以
上
が
焼
け
、

お
よ
そ
４
万
８
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
が
焼
き
尽
く
さ
れ

た
。
輪
島
市
で
は
そ
の
他
で

も
広
い
範
囲
で
建
物
が
倒
壊

す
る
な
ど
し
、
80
人
以
上
の

方
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
心
か

ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
る
。

私
が
輪
島
市
を
訪
れ
た
の

は
１
９
７
６
年
の
夏
で
あ
っ

た
。
当
時
は
免
許
を
取
っ
て

間
も
な
く
、
ご
多
分
に
漏
れ

ず
運
転
し
た
い
盛
り
で
、
高

校
の
同
級
生
と
二
人
で
当
て

も
な
い
自
動
車
旅
行
に
出
る

こ
と
に
し
た
。
ル
ー
ル
は
一

つ
、
持
ち
金
の
残
金
が
半
分

に
な
れ
ば
引
き
返
す
。
ハ
ネ

ム
ー
ン
さ
な
が
ら
に
他
の
同

級
生
達
か
ら
の
見
送
り
を
受

け
、
２
号
線
を
東
進
し
倉

敷
・
岡
山
を
経
て
山
陰
へ
向

か
い
、
鳥
取
砂
丘
か
ら
は
ひ

た
す
ら
海
岸
線
を
走
っ
た
。

経
費
節
約
の
た
め
、
エ
ア

コ
ン
は
入
れ
な
い
、
車
中
泊

が
基
本
で
、
風
呂
に
入
り
た

い
時
だ
け
安
ホ
テ
ル
に
泊
ま

る
、
食
事
は
地
元
の
ス
ー
パ

ー
で
総
菜
を
購
入
す
る
。
こ

の
よ
う
な
破
天
荒
な
旅
な
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
想
像
ど
お

り
道
中
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
プ
ニ

ン
グ
が
あ
っ
た
が
、
今
回
は

割
愛
さ
せ
て
頂
く
。

旅
の
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
、

輪
島
市
が
最
終
目
的
地
と
な

っ
た
。
車
か
ら
起
き
出
し
、

公
園
の
水
道
で
形
だ
け
の
身

だ
し
な
み
を
整
え
、
う
わ
さ

の
朝
市
に
出
掛
け
る
こ
と
に

し
た
。
一
通
り
ブ
ラ
ブ
ラ
と

歩
き
、
最
も
安
そ
う
な
魚
の

干
物
を
見
つ
け
た
。
そ
の
ま

ま
で
は
食
べ
ら
れ
そ
う
に
な

か
っ
た
が
、
懐
事
情
か
ら
選

択
肢
は
ほ
ぼ
無
い
に
等
し

い
。
露
店
の
老
婆
に
掛
け
合

っ
て
更
に
安
く
し
て
も
ら

い
、
小
銭
を
か
き
集
め
て
支

払
っ
た
。

汚
い
身
な
り
の
若
者
を
不ふ

憫び
ん

に
思
っ
た
の
か
、
老
婆
は

い
っ
た
ん
私
の
手
に
渡
し
た

干
物
を
や
に
わ
に
取
り
上
げ
、

人
懐
っ
こ
い
笑
顔
で
ち
ょ
っ

と
座
っ
て
と
ば
か
り
に
露
店

の
傍
ら
に
あ
る
ビ
ー
ル
ケ
ー

ス
を
指
さ
し
た
。
小
さ
な
ち

ゃ
ぶ
台
に
売
り
物
の
お
に
ぎ
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た
と
え
ウ
ソ
つ
き
と

謗そ

し

ら
れ
よ
う
と
も

 

安
斎　

千
鶴

１
．
た
と
え
ウ
ソ
つ
き
と
謗

ら
れ
よ
う
と
も

25
年
以
上
前
の
あ
る
日
の

こ
と
で
し
た
。
高
校
生
の
ア

ツ
シ
君
が
、
学
校
の
階
段
で

足
を
滑
ら
せ
て
転
ん
で
、
右

目
を
ぶ
つ
け
た
と
言
っ
て
、

母
親
に
付
き
添
わ
れ
て
来
院

し
ま
し
た
。
奇
妙
な
こ
と
に
、

階
段
で
転
ん
だ
と
い
う
の

に
、
右
目
以
外
に
、
ど
こ
も

ぶ
つ
け
て
い
な
い
と
言
い
ま

す
。
転
び
方
に
も
よ
り
ま
す

が
、
大
抵
は
転
ぶ
時
に
先
に

手
が
出
て
、
手
を
つ
く
の
で
、

手
に
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
が
多

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
階
段
で

転
ん
で
、
目
以
外
に
体
の
ど

こ
も
何
と
も
な
い
と
い
う
の

は
、
極
め
て
稀ま

れ

と
思
わ
れ
ま

し
た
。
ア
ツ
シ
君
の
右
目
は
、

か
な
り
強
い
打
撲
傷
で
、
そ

り
と
み
そ
汁
を
置
き
、
ど
こ

か
ら
来
た
の
か
と
お
決
ま
り

の
質
問
を
投
げ
掛
け
て
き

た
。
「
広
島
か
ら
」
と
答
え

る
と
、
自
分
は
輪
島
か
ら
出

た
こ
と
が
な
い
の
で
分
か
ら

な
い
が
随
分
遠
く
か
ら
来
て

く
れ
た
、
と
労
っ
て
く
れ
た
。

そ
し
て
、
食
事
に
手
を
付

け
る
よ
う
促
し
な
が
ら
、
先

ほ
ど
私
の
手
か
ら
取
り
上
げ

た
干
物
を
炙
り
始
め
た
。
既

に
空
腹
に
耐
え
か
ね
て
い
た

私
達
は
、
早
速
お
に
ぎ
り
と

魚
の
出だ

し汁
の
よ
く
効
い
た
み

そ
汁
を
頂
い
た
。
染
み
る
。

間
も
な
く
程
良
く
炙
ら
れ
た

干
物
が
２
枚
に
増
え
て
、
更

に
サ
ザ
エ
ま
で
添
え
ら
れ
て

目
の
前
に
現
れ
た
。
驚
い
て

老
婆
の
顔
を
見
る
と
「
な
～

ん
、
よ
む
ね
ぇ
も
ん
」
と
ニ

コ
ニ
コ
し
て
い
る
。
あ
り
が

た
く
完
食
し
た
が
、
こ
の
ま

ま
立
ち
去
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
急
ぐ
旅
で
は
な
い
の

で
、
朝
ご
は
ん
の
お
礼
と
ば

か
り
に
客
の
呼
び
込
み
を
手

伝
っ
た
。
「
こ
う
て
く
だ
ぁ

～
」
と
、
老
婆
に
習
っ
た
輪

島
弁
で
道
行
く
観
光
客
に
声

を
掛
け
た
。

お
手
伝
い
の
甲か

斐い

も
あ
っ

て
か
、
周
り
の
露
店
よ
り
早

く
店
仕
舞
い
す
る
こ
と
に
な

り
、
店
の
後
片
付
け
を
済
ま

せ
て
か
ら
老
婆
に
暇

い
と
ま

を
告
げ

た
。
期
せ
ず
し
て
最
終
到
達

地
と
な
っ
た
輪
島
は
、
破
天

荒
な
旅
の
中
で
も
殊
更
思
い

出
深
い
街
と
な
っ
た
。

「
朝
市
通
り
」
は
、
新
鮮

な
魚
介
類
や
地
元
の
特
産
品

が
並
び
、
観
光
客
や
地
元
の

人
々
で
に
ぎ
わ
い
、
地
元
の

人
達
の
温
か
い
雰
囲
気
や
親

し
み
や
す
さ
を
感
じ
な
が

ら
、
地
元
の
食
材
や
文
化
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
で

あ
っ
た
。
そ
の
に
ぎ
わ
い
が

一
日
で
も
早
く
戻
っ
て
く
る

こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

	

（
一
部
省
略
）

の
後
何
度
も
通
院
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。

次
に
ア
ツ
シ
君
が
祖
母
に

付
き
添
わ
れ
て
来
院
し
た
時

に
は
、
な
ぜ
か
学
校
で
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い

て
、
右
目
に
ボ
ー
ル
が
当
た

っ
た
と
言
う
の
で
し
た
。
あ

れ
れ
、
初
診
の
時
は
、
確
か

学
校
の
階
段
で
転
ん
で
右
目

を
ぶ
つ
け
た
と
言
っ
た
は
ず

と
思
い
ま
し
た
し
、
問
診
票

に
も
書
い
て
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
ま
ま
聞
い
て
お
き

ま
し
た
。

摩
訶
不
思
議
な
こ
と
に
、

そ
の
次
に
ア
ツ
シ
君
が
祖
父

に
付
き
添
わ
れ
て
受
診
し
た

際
に
は
、
こ
ち
ら
が
聞
い
て

も
い
な
い
の
に
、
ア
ツ
シ
君

自
ら
、
右
目
は
学
校
で
サ
ッ

カ
ー
を
し
て
い
て
ボ
ー
ル
が

当
た
っ
て
ケ
ガ
を
し
た
と
言

う
の
で
し
た
。
な
ぜ
、
ア
ツ

シ
君
は
、
自
分
の
ケ
ガ
の
原

因
を
、
次
か
ら
次
へ
と
、
二

転
三
転
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は

甚
だ
理
解
に
苦
し
み
ま
し
た

が
、
ア
ツ
シ
君
に
問
い
た
だ

す
こ
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
年
の
時
が
流

れ
、
高
校
を
卒
業
し
た
ア
ツ

シ
君
は
、
眼
鏡
希
望
で
眼
科

を
受
診
し
ま
し
た
。
ア
ツ
シ

君
は
、
あ
の
時
の
事
を
、
小

さ
な
声
で
ボ
ソ
ボ
ソ
ッ
と
こ

う
言
っ
た
の
で
す
。
「
先
生
、

本
当
は
オ
レ
、
友
達
と
ケ
ン

カ
し
て
友
達
に
右
目
を
殴
ら

れ
た
ん
で
す
。
ケ
ン
カ
し
て

目
を
ケ
ガ
さ
せ
た
っ
て
な
っ

た
ら
、
友
達
が
高
校
を
停
学

に
な
る
と
思
っ
た
ん
で
ウ
ソ

つ
い
て
ま
し
た
。
ケ
ン
カ
し

た
の
は
オ
レ
も
悪
い
か
ら

…
…
」。
ア
ツ
シ
君
は
、
目

を
殴
ら
れ
て
激
し
い
痛
み
を

こ
ら
え
な
が
ら
、
必
死
で
友

達
を
守
る
こ
と
を
考
え
て
い

た
の
で
し
た
。

私
の
想
像
で
す
が
、
ア
ツ

シ
君
が
階
段
で
足
を
滑
ら
せ

て
転
ん
で
右
目
を
ぶ
つ
け
た

と
話
し
た
ら
、
周
り
の
人
か

ら
右
目
だ
け
ぶ
つ
け
て
、
他

の
ど
こ
も
ケ
ガ
し
て
な
い
な

ん
て
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い

と
指
摘
さ
れ
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
や
ら
サ
ッ
カ
ー

ボ
ー
ル
が
ぶ
つ
か
っ
た
こ
と

に
し
た
の
で
し
ょ
う
。

ア
ツ
シ
君
は
、
友
達
を
守

る
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
、

ウ
ソ
を
重
ね
た
の
で
し
た
。

私
は
、
ア
ツ
シ
君
の
友
達
を

思
う
優
し
さ
に
心
打
た
れ

て
、
し
ば
し
言
葉
も
出
ま
せ

ん
で
し
た
。

２
．
私
は
エ
ス
パ
ー

25
年
以
上
前
の
あ
る
日
の

こ
と
で
し
た
。
い
つ
も
冷
静

沈
着
な
眼
科
の
ス
タ
ッ
フ
の

Ｏ
さ
ん
が
、慌
て
た
様
子
で
、

「
先
生
、
ト
オ
ル
君
が
来
て

る
ん
で
す
け
ど
、
ト
オ
ル
君

じ
ゃ
な
い
ん
で
す
」
と
言
っ

て
き
ま
し
た
。

Ｏ
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
み

る
と
、
１
週
間
ぐ
ら
い
前
に
、

ハ
ー
ド
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

を
作
っ
た
高
校
生
の
ト
オ
ル

君
の
カ
ル
テ
が
出
て
い
る
の

で
、
ト
オ
ル
君
の
名
前
を
呼

ん
だ
と
こ
ろ
、
ト
オ
ル
君
で

は
な
い
別
人
が
返
事
を
す
る

の
だ
そ
う
で
す
。О
さ
ん
は
、

ト
オ
ル
君
の
こ
と
は
よ
く
覚

え
て
い
た
の
で
、
返
事
を
し

た
別
人
に
、
「
ト
オ
ル
君
じ

ゃ
な
い
よ
ね
？
」
と
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
「
い
い
え
、
ト
オ

ル
で
す
」
と
言
い
張
る
の
だ

そ
う
で
す
。
も
う
一
度
、
О

さ
ん
に
「
ト
オ
ル
君
」
の
名

前
を
大
き
な
声
で
呼
ん
で
も

ら
っ
て
、
診
察
室
に
入
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
眼
科
の
ス

タ
ッ
フ
の
誰
が
見
て
も
ト
オ

ル
君
で
は
な
い
別
人
が
中
に

入
っ
て
き
ま
し
た
。

ト
オ
ル
君
だ
と
言
い
張
る

別
人
に
よ
く
話
を
聞
い
て
み

る
と
、
も
ち
ろ
ん
ト
オ
ル
君

で
は
な
く
て
、
ト
オ
ル
君
の

弟
だ
と
言
い
ま
す
。
ト
オ
ル

君
の
弟
も
高
校
生
で
、
兄
の

ト
オ
ル
君
が
い
な
い
時
に
、

ト
オ
ル
君
の
ハ
ー
ド
コ
ン
タ

ク
ト
レ
ン
ズ
が
も
の
珍
し
く

て
、
い
じ
く
り
こ
ん
に
ゃ
く

し
て
、
触
っ
て
い
た
の
だ
そ

う
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
片

方
の
レ
ン
ズ
を
は
じ
い
て
し

ま
い
、
あ
っ
と
い
う
間
に
ど

こ
か
に
飛
ん
で
い
っ
て
見
つ

か
ら
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
ト
オ
ル
君
に
知
ら
れ
た

ら
怒
ら
れ
る
の
で
、
知
ら
れ

な
い
う
ち
に
ト
オ
ル
君
の
名

前
で
受
け
付
け
し
て
、
も
う

一
度
同
じ
コ
ン
タ
ク
ト
を
作

っ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
来

院
し
た
と
言
う
の
で
し
た
。

私
は
、ト
オ
ル
君
の
弟
に
、

コ
ン
タ
ク
ト
は
注
文
し
て
お

く
の
で
、
レ
ン
ズ
を
無
く
し

た
こ
と
を
正
直
に
ト
オ
ル
君

に
話
し
て
、
明
日
の
午
後
、

ト
オ
ル
君
本
人
が
取
り
に
く

る
よ
う
に
伝
え
て
ね
と
言
い

ま
し
た
。ト
オ
ル
君
の
弟
は
、

「
は
い
、
分
か
り
ま
し
た
。

そ
う
し
ま
す
」
と
言
っ
て
帰

っ
て
い
き
ま
し
た
。

翌
日
の
午
前
中
の
こ
と
で

し
た
。
ト
オ
ル
君
が
受
付
に

診
察
券
を
出
そ
う
と
す
る
の

を
見
た
私
は
、「
ト
オ
ル
君
、

ご
め
ん
ね
。
コ
ン
タ
ク
ト
注

文
し
た
ん
だ
け
ど
、
ま
だ
届

い
て
な
い
の
」
と
声
を
掛
け

ま
し
た
。
ト
オ
ル
君
の
顔
が

み
る
み
る
う
ち
に
驚
き
に
変

わ
り
、
「
先
生
、
な
ん
で
オ

レ
が
コ
ン
タ
ク
ト
無
く
し
た

こ
と
、知
っ
て
る
ん
す
か
？
」

と
聞
い
て
き
ま
し
た
。私
は
、

あ
の
時
ほ
ど
自
分
の
お
し
ゃ

べ
り
を
悔
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
さ
か
、
ト
オ
ル

君
に
、
「
そ
う
、
私
は
エ
ス

パ
ー
だ
っ
た
の
で
す
！

」
な

ど
と
言
う
わ
け
に
は
い
か
な

い
の
で
す
。
た
め
息
を
つ
き

そ
う
に
な
り
な
が
ら
、
ト
オ

ル
君
に
診
察
室
に
入
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

私
は
、
昨
日
ト
オ
ル
君
の

弟
が
来
院
し
た
こ
と
を
話
し

て
、
弟
さ
ん
を
怒
ら
な
い
で

ね
、
と
ト
オ
ル
君
に
頼
み
ま

し
た
。
す
る
と
、
ト
オ
ル
君

は
、
「
先
生
、
オ
レ
は
、
そ

ん
な
こ
と
で
怒
っ
た
り
す
ね

え
が
ら
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
っ

ス
」と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ト
オ
ル
君
は
、そ
の
後
も
、

「
先
生
、
今
日
は
オ
レ
、
コ

ン
タ
ク
ト
無
く
し
た
ん
で
ね

っ
ス
」
と
言
っ
て
来
院
し
ま

し
た
。
高
校
生
だ
っ
た
ト
オ

ル
君
は
、
某
国
立
大
学
に
進

学
し
て
か
ら
も
、
帰
省
す
る

度
、
「
先
生
、
オ
レ
、
コ
ン

タ
ク
ト
無
く
し
て
ね
っ
ス
、

目
診
て
も
ら
う
っ
ス
」
と
言

っ
て
元
気
な
顔
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。	

（
一
部
省
略
）

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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府
県
医
師
会
長
紹
介

高
木
会
長
３
期
目
へ	

	

（
青
森
県
医
）

　

６
月
８

日
の
定
例

代
議
員
会

で
高
木
伸

也
（
た
か
ぎ
し
ん
や
）
現
会
長

を
選
定
し
た
。

　

高
木
会
長
は
昭
和
27
年
青
森

県
の
出
身
。
昭
和
52
年
弘
前
大

を
卒
業
。
県
医
理
事
を
経
て
、

令
和
２
年
現
職
に
就
任
。
71
歳
。

本
間
会
長
２
期
目
へ	

	

（
岩
手
県
医
）

　

６
月
１

日
の
定
例

代
議
員
会

で
本
間
博

（
ほ
ん
ま
ひ
ろ
し
）
現
会
長
を

選
定
し
た
。

　

本
間
会
長
は
昭
和
27
年
岩
手

県
の
出
身
。
昭
和
52
年
岩
手
医

大
を
卒
業
。
県
医
常
任
理
事
・

副
会
長
を
経
て
、
令
和
４
年
現

職
に
就
任
。
72
歳
。

佐
藤
会
長
４
期
目
へ	

	

（
宮
城
県
医
）

　

５
月
22

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
佐
藤
和

宏
（
さ
と
う
か
ず
ひ
ろ
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

　

佐
藤
会
長
は
昭
和
27
年
宮
城

県
の
出
身
。
昭
和
53
年
東
北
大

を
卒
業
。
県
医
常
任
理
事
・
副

会
長
を
経
て
、
平
成
30
年
現
職

に
就
任
。
72
歳
。

小
泉
会
長
２
期
目
へ	

	

（
秋
田
県
医
）

　

６
月
15

日
の
定
例

代
議
員
会

で
小
泉
ひ

ろ
み
（
こ
い
ず
み
ひ
ろ
み
）
現

会
長
を
選
定
し
た
。

　

小
泉
会
長
は
昭
和
30
年
秋
田

県
の
出
身
。
昭
和
56
年
東
京
女

子
医
大
を
卒
業
。
県
医
常
任
理

事
・
副
会
長
を
経
て
、
令
和
４

年
現
職
に
就
任
。
68
歳
。

間
中
氏
を
選
定	

	

（
山
形
県
医
）

　

５
月
25

日
の
定
例

代
議
員
会

で
間
中
英

夫
（
ま
な
か
ひ
で
お
）
氏
を
選

定
し
た
。

　

間
中
新
会
長
は
昭
和
29
年
茨

城
県
の
出
身
。
昭
和
59
年
山
形

大
大
学
院
を
修
了
。
県
医
常
任

理
事
・
副
会
長
を
経
て
、
令
和

６
年
現
職
に
就
任
。
69
歳
。

石
塚
氏
を
選
定	
	

（
福
島
県
医
）

　

６
月
９

日
の
定
例

代
議
員
会

で
石
塚
尋

朗
（
い
し
づ
か
じ
ん
ろ
う
）
氏

を
選
定
し
た
。

　

今
号
で
は
、
今
年
改
選
期
を
迎
え
た
１
府

37
県
の
医
師
会
長
の
略
歴
を
紹
介
す
る
。

県
の
出
身
。
昭
和
51
年
東
京
医

大
を
卒
業
。
県
医
理
事
・
副
会

長
を
経
て
、
平
成
28
年
現
職
に

就
任
。
72
歳
。

金
井
会
長
８
期
目
へ	

	

（
埼
玉
県
医
）

　

６
月
13

日
の
定
例

代
議
員
会

で
金
井
忠

男
（
か
な
い
た
だ
お
）
現
会
長

を
選
定
し
た
。

　

金
井
会
長
は
昭
和
19
年
東
京

都
の
出
身
。
昭
和
45
年
横
浜
市

立
大
を
卒
業
。
県
医
常
任
理

事
・
副
会
長
を
経
て
、
平
成
22

年
現
職
に
就
任
。
80
歳
。

入
江
会
長
４
期
目
へ	

	

（
千
葉
県
医
）

　

６
月
９

日
の
定
時

代
議
員
会

で
入
江
康

文
（
い
り
え
や
す
ぶ
み
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

　

入
江
会
長
は
昭
和
18
年
東
京

都
の
出
身
。
昭
和
43
年
鹿
児
島

大
を
卒
業
。県
医
監
事
を
経
て
、

平
成
30
年
現
職
に
就
任
。
81
歳
。

堂
前
会
長
３
期
目
へ	

	

（
新
潟
県
医
）

　

６
月
８

日
の
定
例

代
議
員
会

で
堂
前
洋

一
郎
（
ど
う
ま
え
よ
う
い
ち
ろ

う
）
現
会
長
を
選
定
し
た
。

　

堂
前
会
長
は
昭
和
25
年
静
岡

県
の
出
身
。
昭
和
52
年
新
潟
大

を
卒
業
。
県
医
理
事
を
経
て
、

令
和
２
年
現
職
に
就
任
。
74
歳
。

安
田
会
長
４
期
目
へ	

	

（
石
川
県
医
）

　

６
月
16
日
の
定
例
代
議
員
会

で
安
田
健
二（
や
す
だ
け
ん
じ
）

現
会
長
を
選
定
し
た
。

　

安
田
会

長
は
昭
和

32
年
石
川

県

の

出

身
。
昭
和
60
年
富
山
医
科
薬
科

大
を
卒
業
。
金
沢
市
医
副
会

長
・
会
長
を
経
て
、
平
成
30
年

現
職
に
就
任
。
67
歳
。

鈴
木
会
長
２
期
目
へ	

	

（
山
梨
県
医
）

　

６
月
６

日
の
定
時

代
議
員
会

で
鈴
木
昌

則
（
す
ず
き
ま
さ
の
り
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

　

鈴
木
会
長
は
昭
和
29
年
山
梨

県
の
出
身
。
昭
和
57
年
浜
松
医

大
を
卒
業
。
県
医
副
会
長
を
経

て
、
令
和
５
年
現
職
に
就
任
。

69
歳
。

伊
在
井
会
長
２
期
目
へ	

	

（
岐
阜
県
医
）

　

６
月
９

日
の
定
時

代
議
員
会

で
伊
在
井

み
ど
り
（
い
ざ
い
み
ど
り
）
現

会
長
を
選
定
し
た
。

　

伊
在
井
会
長
は
昭
和
36
年
岐

阜
県
の
出
身
。
昭
和
60
年
島
根

医
大
を
卒
業
。
県
医
常
務
理
事

を
経
て
、
令
和
４
年
現
職
に
就

任
。
63
歳
。

加
陽
氏
を
選
定	

	

（
静
岡
県
医
）

　

５
月
25

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
加
陽
直

実
（
か
よ
う
な
お
み
）
氏
を
選

定
し
た
。

　

加
陽
新
会
長
は
昭
和
30
年
山

口
県
の
出
身
。
昭
和
55
年
浜
松

医
大
を
卒
業
。
県
医
理
事
・
副

会
長
を
経
て
、
令
和
６
年
現
職

に
就
任
。
69
歳
。

柵
木
会
長
７
期
目
へ	

	

（
愛
知
県
医
）

　

６
月
８

日
の
定
例

代
議
員
会

で
柵
木
充

明
（
ま
せ
き
み
つ
あ
き
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

　

柵
木
会
長
は
昭
和
23
年
愛
知

県
の
出
身
。
昭
和
48
年
名
古
屋

大
を
卒
業
。
県
医
副
会
長
を
経

て
、
平
成
24
年
現
職
に
就
任
。

75
歳
。

馬
岡
氏
を
選
定	

	

（
三
重
県
医
）

　

６
月
８

日
の
定
例

代
議
員
会

で
馬
岡
晋

（
う
ま
お
か
し
ん
）
氏
を
選
定

し
た
。

　

馬
岡
新
会
長
は
昭
和
29
年
三

重
県
の
出
身
。
昭
和
56
年
杏
林

大
を
卒
業
。
県
医
理
事
・
常
任

理
事
・
副
会
長
を
経
て
、
令
和

６
年
現
職
に
就
任
。
69
歳
。

髙
橋
氏
を
選
定　

	
	

（
滋
賀
県
医
）

　

６
月
20

日
の
定
例

代
議
員
会

で

橋
健

太
郎（
た
か
は
し
け
ん
た
ろ
う
）

氏
を
選
定
し
た
。

　

橋
新
会
長
は
昭
和
27
年
大

分
県
の
出
身
。
昭
和
53
年
鳥
取

大
を
卒
業
。
県
医
理
事
・
副
会

長
を
経
て
、
令
和
６
年
現
職
に

就
任
。
72
歳
。

中
尾
氏
を
選
定	

	

（
大
阪
府
医
）

　

５
月
19

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
中
尾
正

俊
（
な
か
お
ま
さ
と
し
）
氏
を

選
定
し
た
。

　

中
尾
新
会
長
は
昭
和
27
年
愛

知
県
の
出
身
。
昭
和
54
年
神
戸

大
を
卒
業
。
府
医
理
事
・
副
会

長
を
経
て
、
令
和
６
年
現
職
に

就
任
。
71
歳
。

八
田
会
長
２
期
目
へ	

	

（
兵
庫
県
医
）

　

４
月
21

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
八
田
昌

樹
（
は
っ
た
ま
さ
き
）
現
会
長

を
選
定
し
た
。

　

八
田
会
長
は
昭
和
29
年
兵
庫

県
の
出
身
。
昭
和
55
年
近
大
を

卒
業
。
県
医
理
事
を
経
て
、
令

和
４
年
現
職
に
就
任
。
70
歳
。

清
水
氏
を
選
定	

	

（
鳥
取
県
医
）

　

６
月
15

日
の
定
例

代
議
員
会

で
清
水
正

人
（
し
み
ず
ま
さ
と
）
氏
を
選

定
し
た
。

　

清
水
新
会
長
は
昭
和
37
年
鳥

取
県
の
出
身
。
昭
和
61
年
東
京

慈
恵
医
大
を
卒
業
。
県
医
副
会

長
を
経
て
、
令
和
６
年
現
職
に

就
任
。
62
歳
。

森
本
会
長
５
期
目
へ	

	

（
島
根
県
医
）

　

６
月
16

日
の
定
時

代
議
員
会

で
森
本
紀

彦
（
も
り
も
と
の
り
ひ
こ
）
現

会
長
を
選
定
し
た
。

　

森
本
会
長
は
昭
和
21
年
島
根

県
の
出
身
。
昭
和
47
年
京
大
を

卒
業
。
県
医
理
事
・
常
任
理
事

を
経
て
、
平
成
29
年
現
職
に
就

任
。
78
歳
。

松
山
会
長
４
期
目
へ	

	

（
岡
山
県
医
）

　

４
月
28

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
松
山
正

春
（
ま
つ
や
ま
ま
さ
は
る
）
現

会
長
を
選
定
し
た
。

　

松
山
会
長
は
昭
和
19
年
京
都

府
の
出
身
。
昭
和
44
年
岡
山
大

を
卒
業
。
県
医
理
事
・
副
会
長

を
経
て
、
平
成
30
年
現
職
に
就

任
。
80
歳
。

松
村
会
長
３
期
目
へ	

	

（
広
島
県
医
）

　

６
月
９

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
松
村
誠

（
ま
つ
む
ら
ま
こ
と
）
現
会
長

を
選
定
し
た
。

　

松
村
会
長
は
昭
和
24
年
広
島

県
の
出
身
。
昭
和
49
年
広
島
大

を
卒
業
。
県
医
常
任
理
事
・
副

会
長
・
理
事
を
経
て
、
令
和
２

年
現
職
に
就
任
。
74
歳
。

加
藤
会
長
２
期
目
へ	

	

（
山
口
県
医
）

　

６
月
13

日
の
定
例

代
議
員
会

で
加
藤
智

栄
（
か
と
う
と
も
え
）
現
会
長

を
選
定
し
た
。

　

加
藤
会
長
は
昭
和
30
年
石
川

県
の
出
身
。
昭
和
57
年
山
口
大

を
卒
業
。
県
医
理
事
・
常
任
理

事
・
専
務
理
事
・
副
会
長
を
経

て
、
令
和
４
年
現
職
に
就
任
。

69
歳
。

齋
藤
会
長
５
期
目
へ	

	

（
徳
島
県
医
）

　

５
月
30

日
の
定
例

代
議
員
会

で
齋

　

石
塚
新
会
長
は
昭
和
26
年
福

島
県
の
出
身
。
昭
和
53
年
東
北

大
を
卒
業
。
県
医
理
事
・
常
任

理
事
を
経
て
、
令
和
６
年
現
職

に
就
任
。
72
歳
。

松
㟢
氏
を
選
定	

	

（
茨
城
県
医
）

　

６
月
15

日
の
定
例

代
議
員
会

で
松
﨑
信

夫
（
ま
つ
ざ
き
の
ぶ
お
）
氏
を

選
定
し
た
。

　

松
﨑
新
会
長
は
昭
和
37
年
茨

城
県
の
出
身
。
昭
和
62
年
横
浜

市
立
大
を
卒
業
。
県
医
副
会
長

を
経
て
、
令
和
６
年
現
職
に
就

任
。
61
歳
。

小
沼
氏
を
選
定	

	

（
栃
木
県
医
）

　

６
月
15

日
の
定
時

代
議
員
会

で
小
沼
一

郎
（
こ
ぬ
ま
い
ち
ろ
う
）
氏
を

選
定
し
た
。

　

小
沼
新
会
長
は
昭
和
28
年
栃

木
県
の
出
身
。
昭
和
53
年
順
天

堂
大
を
卒
業
。
県
医
常
任
理

事
・
副
会
長
を
経
て
、
令
和
６

年
現
職
に
就
任
。
71
歳
。

須
藤
会
長
５
期
目
へ	

	

（
群
馬
県
医
）

　

６
月
27

日
の
定
時

代
議
員
会

で
須
藤
英

仁
（
す
と
う
え
い
じ
ん
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

　

須
藤
会
長
は
昭
和
27
年
群
馬

←
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藤
義
郎
（
さ
い
と
う
よ
し

ろ
う
）
現
会
長
を
選
定
し
た
。

　

齋
藤
会
長
は
昭
和
20
年
徳
島

県
の
出
身
。
昭
和
45
年
徳
島
大

を
卒
業
。
県
医
理
事
・
常
任
理

事
を
経
て
、
平
成
28
年
現
職
に

就
任
。
79
歳
。

久
米
川
会
長
６
期
目
へ	

	

（
香
川
県
医
）

　

５
月
23

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
久
米
川

啓
（
く
め
が
わ
は
じ
め
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

　

久
米
川
会
長
は
昭
和
29
年
香

川
県
の
出
身
。
昭
和
53
年
東
京

医
大
を
卒
業
。
県
医
理
事
・
副

会
長
を
経
て
、
平
成
26
年
現
職

に
就
任
。
70
歳
。

村
上
会
長
４
期
目
へ	

	

（
愛
媛
県
医
）

　

６
月
15

日
の
定
時

代
議
員
会

で
村
上
博

（
む
ら
か
み
ひ
ろ
し
）
現
会
長

を
選
定
し
た
。

　

村
上
会
長
は
昭
和
32
年
福
岡

県
の
出
身
。
昭
和
57
年
順
天
堂

大
を
卒
業
。
県
医
理
事
・
代
議

員
会
副
議
長
を
経
て
、
平
成
30

年
現
職
に
就
任
。
67
歳
。

野
並
会
長
２
期
目
へ	

	

（
高
知
県
医
）

　

６
月
15

日
の
定
例

代
議
員
会

で
野
並
誠

二
（
の
な
み
せ
い
じ
）
現
会
長

を
選
定
し
た
。

　

野
並
会
長
は
昭
和
30
年
高
知

県
の
出
身
。
昭
和
59
年
帝
京
大

を
卒
業
。
県
医
常
任
理
事
・
副

会
長
を
経
て
、
令
和
４
年
現
職

に
就
任
。
69
歳
。

蓮
澤
会
長
３
期
目
へ	

	

（
福
岡
県
医
）

　

６
月
20

日
の
定
例

代
議
員
会

で
蓮
澤
浩

明
（
は
す
ざ
わ
ひ
ろ
あ
き
）
現

会
長
を
選
定
し
た
。

　

蓮
澤
会
長
は
昭
和
22
年
福
岡

県
の
出
身
。
昭
和
48
年
久
留
米

大
を
卒
業
。
県
医
副
会
長
を
経

て
、
令
和
４
年
現
職
に
就
任
。

76
歳
。

志
田
氏
を
選
定	

	

（
佐
賀
県
医
）

　

５
月
30

日
の
定
例

代
議
員
会

で
志
田
正

典
（
し
だ
ま
さ
の
り
）
氏
を
選

定
し
た
。

　

志
田
新
会
長
は
昭
和
31
年
佐

賀
県
の
出
身
。
昭
和
55
年
久
留

米
大
を
卒
業
。
県
医
常
任
理

事
・
専
務
理
事
・
副
会
長
を
経

て
、
令
和
６
年
現
職
に
就
任
。

68
歳
。

森
崎
会
長
４
期
目
へ	

	

（
長
崎
県
医
）

　

５
月
19

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
森
崎
正

幸
（
も
り
さ
き
ま
さ
ゆ
き
）
現

会
長
を
選
定
し
た
。

　

森
崎
会
長
は
昭
和
23
年
長
崎

県
の
出
身
。
昭
和
51
年
長
崎
大

を
卒
業
。
県
医
常
任
理
事
・
副

会
長
を
経
て
、
平
成
30
年
現
職

に
就
任
。
75
歳
。

福
田
会
長
８
期
目
へ	

	

（
熊
本
県
医
）

　

６
月
15

日
の
定
例

代
議
員
会

で
福
田
稠

（
ふ
く
だ
し
げ
る
）
現
会
長
を

選
定
し
た
。

　

福
田
会
長
は
昭
和
21
年
熊
本

県
の
出
身
。
昭
和
48
年
久
留
米

大
を
卒
業
。
県
医
代
議
員
会
議

長
を
経
て
、
平
成
22
年
現
職
に

就
任
。
78
歳
。

河
野
会
長
２
期
目
へ	

	

（
大
分
県
医
）

　

５
月
19

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
河
野
幸

治
（
こ
う
の
こ
う
じ
）
現
会
長

を
選
定
し
た
。

　

河
野
会
長
は
昭
和
28
年
大
分

県
の
出
身
。
昭
和
53
年
川
崎
医

大
を
卒
業
。
県
医
副
会
長
を
経

て
、
令
和
４
年
現
職
に
就
任
。

70
歳
。

河
野
会
長
６
期
目
へ	

	

（
宮
崎
県
医
）

　

５
月
21

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
、
河
野

雅
行
（
か
わ
の
ま
さ
ゆ
き
）
現

会
長
を
選
定
し
た
。

　

河
野
会
長
は
昭
和
20
年
宮
崎

県
の
出
身
。
昭
和
45
年
鹿
児
島

大
を
卒
業
。
県
医
常
任
理
事
・

副
会
長
を
経
て
、
平
成
26
年
現

職
に
就
任
。
79
歳
。

牧
角
氏
を
選
定	

	

（
鹿
児
島
県
医
）

　

５
月
18

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
牧
角
寛

郎
（
ま
き
す
み
か
ん
ろ
う
）
氏

を
選
定
し
た
。

　

牧
角
新
会
長
は
昭
和
30
年
鹿

児
島
県
の
出
身
。
昭
和
55
年
聖

マ
リ
医
大
を
卒
業
。
県
医
常
任

理
事
・
副
会
長
を
経
て
、
令
和

６
年
現
職
に
就
任
。
69
歳
。

田
名
氏
を
選
定	

	

（
沖
縄
県
医
）

　

５
月
16

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
田
名
毅

（
た
な
た
け
し
）
氏
を
選
定
し

た
。

　

田
名
新
会
長
は
昭
和
40
年
沖

縄
県
の
出
身
。
平
成
10
年
九
大

大
学
院
を
修
了
。
県
医
常
任
理

事
・
副
会
長
を
経
て
、
令
和
６

年
現
職
に
就
任
。
58
歳
。

『
マ
ッ
チ
60
歳
、
聴
力
検

査
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
！

』
と

い
う
近
藤
真
彦
さ
ん
が
出
演

す
る
Ｃ
Ｍ
や
広
告
を
ご
覧
に

な
っ
て
頂
け
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。

日
本
耳
鼻
咽
喉
科
頭
頸
部

外
科
学
会
は
令
和
６
年
７
月

か
ら
難
聴
に
関
す
る
啓
発
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ

ン
の
支
援
の
下
で
開
始
し
ま

し
た
。
主
た
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
「
聞
き
か
え
し
、
聞
き
間

違
い
が
多
く
な
っ
た
ら
、
耳

鼻
科
で
の
聴
力
検
査
を
お
勧

め
し
ま
す
」
と
い
う
も
の
で

す
。加

齢
に
伴
っ
て
進
行
す
る

難
聴
は
誰
も
が
経
験
す
る
こ

と
で
あ
り
、
生
活
の
中
で
少

し
不
便
を
感
じ
る
も
の
の
、

大
き
な
声
で
話
し
て
も
ら
っ

た
り
、
テ
レ
ビ
の
音
量
を
上

げ
た
り
す
れ
ば
良
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
印
象
を
お
も

ち
の
方
も
少
な
く
な
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
大
規
模
な
難
聴
啓
発
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
学
会
が
始
め

た
の
か
解
説
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。加

齢
に
伴
っ
て
進
行
す
る

難
聴
、
す
な
わ
ち
加
齢
性
難

聴
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
低
下
に
と
ど
ま
ら
ず
、
適

切
な
介
入
を
行
わ
な
い
こ
と

が
、
認
知
症
・
う
つ
病
と
い

っ
た
疾
患
リ
ス
ク
の
増
加
、

社
会
的
孤
立
や
就
業
機
会
の

喪
失
と
い
っ
た
社
会
課
題
に

関
連
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
２
０
１
７
年

にLivingston

ら
が
ま
と
め

たLancet

誌
の
委
員
会
報
告

で
は
、
認
知
症
を
予
防
で
き

る
可
能
性
が
最
も
大
き
い
因

子
が
「
中
年
期
以
降
の
難
聴
」

の
予
防
・
介
入
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
、
２
０
２
０
年
、

２
０
２
４
年
に
最
新
デ
ー
タ

に
更
新
さ
れ
て
も
そ
の
結
果

は
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

は
２
０
１
７
年
の
第
70
回
世

界
保
健
総
会（World Health 

Assembly

：
Ｗ
Ｈ
Ａ
）
に
お

い
て
、
「
難
聴
お
よ
び
聴
覚

障
害
の
予
防
（WHA70.13

）」

を
採
択
、
２
０
２
１
年
３
月

３
日
に
は
『World report 

on hearing

』
と
い
う
難
聴

に
関
す
る
予
防
と
適
切
な
介

入
に
関
す
る
報
告
書
を
公
開

し
ま
し
た
。

予
防
に
関
し
て
は
、
ヘ
ッ

ド
ホ
ン
・
イ
ヤ
ホ
ン
に
よ
る

強
大
音
暴
露
回
避
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
開
始
さ
れ
、
介
入

に
関
し
て
は
加
齢
性
難
聴
に

対
す
る
補
聴
器
装
用
に
よ
っ

て
認
知
症
発
症
リ
ス
ク
が
低

下
す
る
こ
と
が
、
大
規
模
な

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
た
観

察
研
究
や
無
作
為
化
介
入
試

験
に
よ
り
示
さ
れ
ま
し
た
。

予
防
や
介
入
を
行
う
た
め

に
は
聴
覚
機
能
を
評
価
し
な

が
ら
適
切
な
管
理
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
日

本
国
内
に
お
い
て
は
聴
力
に

関
す
る
健
・
検
診
は
学
校
保

健
安
全
法
施
行
規
則
に
基
づ

く
学
校
健
診
と
労
働
安
全
衛

生
規
則
に
基
づ
く
労
働
者
健

診
の
み
で
あ
り
、
非
就
業
者

や
退
職
後
の
特
定
健
康
診

査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

に
お
い
て
聴
力
に
関
す
る
項

目
は
問
診
を
含
め
て
一
切
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

国
際
的
に
質
問
内
容
が
統

一
さ
れ
た
大
規
模
調
査

（JapanTrak
及
びEuroTrak

）

に
よ
れ
ば
、
難
聴
の
自
覚
率

は
欧
州
を
始
め
と
し
た
諸
外

国
と
日
本
は
同
等（
約
10
％
）

で
あ
る
一
方
で
、
難
聴
を
自

覚
し
た
際
の
医
師
へ
の
相
談

率
は
諸
外
国（
50
～
80
％
台
）

と
比
較
し
て
、
日
本
（
38
％
）

は
低
い
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
難

聴
自
覚
者
に
お
け
る
補
聴
器

装
用
率
が
諸
外
国
（
40
～

50
％
台
）
と
比
較
し
て
、
日

本
（
15
％
）
は
非
常
に
低
い

こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
日
本
耳
鼻
咽
喉
科

頭
頸
部
外
科
学
会
で
は
、

健
・
検
診
に
聴
覚
に
関
す
る

項
目
（
問
診
及
び
検
査
）
を

加
え
る
た
め
の
働
き
掛
け
を

行
う
と
と
も
に
、
一
般
市
民

の
方
に
対
し
て
も
聴
覚
に
関

す
る
意
識
を
も
っ
て
頂
け
る

よ
う
に
啓
発
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

学
会
と
し
て
80
歳
に
な
っ

て
も
30
デ
シ
ベ
ル
の
聴
力
レ

ベ
ル
を
保
つ
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
聴
こ
え
８
０
３
０
運

動
」を
開
始
す
る
と
と
も
に
、

前
述
の
Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
の
支

援
に
お
い
て
行
う
難
聴
啓
発

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
い
た

し
ま
し
た
。
更
に
、
防
音
室

が
無
い
診
療
環
境
で
あ
っ
て

も
聴
覚
に
関
す
る
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
が
実
施
可
能
な
機
器

の
開
発
も
進
め
る
こ
と
で
、

幅
広
い
診
療
科
の
先
生
方
に

聴
覚
診
療
へ
ご
参
加
頂
く
こ

と
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
観
察
研
究
や

介
入
研
究
の
結
果
を
合
わ
せ

て
、
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
頭
頸

部
外
科
学
会
で
は
、
「
中
等

度
以
上
の
難
聴
」並
び
に「
軽

度
難
聴
で
あ
っ
て
も
聞
こ
え

づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
」
患

者
さ
ん
に
対
し
て
補
聴
器
装

用
を
提
案
す
る
こ
と
を
ま
と

め
た
診
療
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
発

行
し
、
会
員
に
周
知
し
ま
し

た
。他

診
療
科
の
先
生
方
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
日
々
の
診

療
の
中
で
診
察
す
る
患
者
さ

ん
で
、
高
度
な
難
聴
で
は
な

く
て
も
本
人
が
聞
こ
え
づ
ら

さ
を
感
じ
て
い
た
り
、
周
囲

の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
困
難
を
認
め
た
り
し

た
場
合
は
、
耳
鼻
咽
喉
科
受

診
と
聴
力
検
査
を
お
勧
め
頂

け
る
と
幸
い
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特
別
寄
稿

難聴の早期発見のため
　　　 　耳鼻咽喉科受診勧奨にご協力を

　日本医師会では、第 8 回生命を見つめるフォト＆エッセーの作品募集を行っています
（賞金は最大 30万円）。

　医療従事者も応募可能となっておりますので、ぜひ、ご応募願います（応募要領などの
詳細は公式ホームページをご参照下さい）。
フォト部門　：生命 の 尊さを感じさせる、あるい は生命 の 輝く瞬 間を捉 えた 作 品
 （人、動物、自然など被写体は自由）
エッセー部門：患者さんとの交流や医師になろうとしたきっかけなどのエピソード、
 ご家族の介護や生命の誕生にまつわる話などをつづった作品
※本コンテストは、フォト、エッセー部門共に、小中高生も応募可能となってお
りますので、お子さんやお孫さん等にもお勧め頂ければ幸いです。

日本医師会広報課

フォト部門 エッセー部門

医療従事者も応募可能

締切迫る
作品
募集中

→
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日
医
か
か
り
つ
け
医
機
能
研
修
制
度

 

令
和
６
年
度
応
用
研
修
会 

第
２
回

（
Ｗ
ｅ
ｂ
講
習
会
）

◆
主
催
：
日
本
医
師
会

◆
日
時
：
10
月
６
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時
20
分

◆
受
講
形
式
：
「
日
本
医
師

会
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
シ
ス
テ
ム

（
以
下
、Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
）
」

に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信

◆
受
講
対
象
者
：「
日
医
か

か
り
つ
け
医
機
能
研
修
制

度
」
の
修
了
申
請
を
希
望
す

る
医
師
及
び
か
か
り
つ
け
医

と
な
る
全
て
の
医
師
（
診
療

科
や
主
た
る
診
療
の
場
は
問

い
ま
せ
ん
）
。

◆
受
講
料
：
医
師
会
員
（
郡

市
区
等
医
師
会
に
所
属
）
無

料
、
医
師
会
非
会
員
（
郡
市

区
等
医
師
会
未
加
入
）
１
０

０
０
０
円
（
税
込
）

◆
受
講
人
数
：
２
０
０
０
名

（
先
着
順
）

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・
「
か
か
り
つ
け
医
の
糖
尿

病
管
理
」
（
鈴
木
亮
東
京
医

科
大
学
糖
尿
病
・
代
謝
・
内

分
泌
内
科
学
分
野
主
任
教

授
）

・
「
栄
養
や
口
腔
に
お
け
る

か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
」

（
西
岡
心
大
長
崎
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
栄
養
管
理

室
長
、
渡
邊
裕
北
海
道
大
学

大
学
院
歯
学
研
究
院
口
腔
健

康
科
学
分
野
高
齢
者
歯
科
学

教
室
准
教
授
）

・
「
か
か
り
つ
け
医
の
脂
質

異
常
症
管
理
」
（
吉
田
博
東

京
慈
恵
会
医
科
大
学
附
属
柏

病
院
長
・
教
授
）

・
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
お
け
る
医
療
と
介
護
の
連

携
」
（
三
上
幸
夫
広
島
大
学

病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
教
授
）

・
「
認
知
症
の
方
へ
の
意
思

決
定
支
援
と
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ

ア
」
（
田
中
志
子
内
田
病
院

理
事
長
・
院
長
）

・
「
か
か
り
つ
け
医
の
高
血

圧
症
管
理
」
（
大
屋
祐
輔
琉

球
大
学
病
院
長
）

◆
受
講
方
法
：
受
講
方
法
の

日
本
医
師
会
認
定
産
業
医
制
度
基
礎
研
修
会

 

産
業
医
科
大
学
産
業
医
学
基
礎
研
修
会

東
京
集
中
講
座

◆
主
催
：
産
業
医
科
大
学
、

日
本
医
師
会

◆
共
催
：
産
業
医
学
振
興
財

団◆
目
的
：
産
業
医
と
し
て
の

被
選
任
資
格
を
取
得
す
る
た

め
の
研
修
会

◆
開
催
期
間
：
令
和
７
年
２

月
17
日
（
月
）
～
22
日
（
土
）

ま
で
の
６
日
間

◆
会
場
：
つ
く
ば
国
際
会
議

場
（
茨
城
県
つ
く
ば
市
竹
園

２
─

20
─

３　

029
─

８
６

１
─

０
０
０
１
）

◆
定
員
：
３
２
０
名

◆
申
込
要
件
：

①
日
本
の
医
籍
登
録
を
し
て

い
る
者
（
申
込
時
に
医
籍
登

録
番
号
が
必
要
と
な
り
ま

す
）

②
全
日
程
参
加
で
き
る
者

◆
申
込
受
付
期
間
：
10
月
３

日
（
木
）
～
10
日
（
木
）

た
だ
し
、
受
付
は
６
４
０

名
に
達
す
る
ま
で
先
着
順
で

行
い
、
そ
の
中
か
ら
産
業
医

活
動
を
１
年
以
内
に
始
め
る

詳
細
は
、
お
申
し
込
み
完
了

後
に
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
か
ら

自
動
送
信
さ
れ
る
「
応
募
登

録
完
了
メ
ー
ル
」
に
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
各
受
講
者
の

端
末
か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム

に
接
続
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
動
画
を
視
聴
し
て
下
さ

い
。

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
受

講
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
下
さ
い
。

◆
受
講
証
明
：
全
講
義
の
受

講
に
よ
り
、
①
応
用
研
修
６

単
位
②
日
医
生
涯
教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
コ
ー
ド
６
Ｃ
Ｃ
／

６
単
位
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
に
て
受

講
が
確
認
さ
れ
た
講
義
に
対

し
て
単
位
等
が
付
与
さ
れ
、

「
全
国
医
師
会
研
修
管
理
シ

ス
テ
ム
」
に
受
講
実
績
と
し

て
入
力
さ
れ
ま
す
。

受
講
証
明
書
は
、
受
講
日

の
約
２
週
間
後
よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ

シ
ス
テ
ム
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
（
受
講
証
明
の

郵
送
は
い
た
し
ま
せ
ん
）
。

◆
申
込
方
法
：
個
別
の
お
申

し
込
み
に
な
り
ま
す
。
受
講

申
込
期
間
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス

テ
ム
の
サ
イ
ト
（https://

seminar.med.or.jp

）

か

ら
ご
希
望
の
研
修
会
を
検
索

し
て
、「
講
習
会
詳
細
」
へ
進

み
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
受

講
方
法
等
の
詳
細
を
ご
確
認

の
上
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

◆
受
講
申
込
期
間
：
９
月
12

日
（
木
）
午
後
２
時
～
30
日

（
月
）
午
前
12
時

※
申
込
開
始
日
の
午
後
２
時

か
ら
の
募
集
で
申
込
者
が
１

０
０
０
名
に
達
し
た
場
合
、

一
時
的
に
応
募
受
付
が
終
了

日
本
医
師
・
従
業
員
支
部 

案
内

者
を
優
先
し
た
抽
選
に
よ

り
、
３
２
０
名
の
参
加
者
を

決
定
し
ま
す
。

◆
申
込
方
法
：
産
業
医
科
大

学

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

し
た
旨
の
表
示
と
な
り
ま
す

が
、
午
後
７
時
に
な
る
と
残

り
１
０
０
０
名
分
の
応
募
受

付
が
再
び
可
能
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：

①
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
シ
ス
テ
ム

（
お
申
し
込
み
や
ロ
グ
イ
ン
、

視
聴
な
ど
）
に
関
す
る
内

容
：
日
本
医
師
会
Ｗ
ｅ
ｂ
研

修
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
〔

０
５
７
０
─

０
０
３
─

１
０
２
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
〕

②
日
医
か
か
り
つ
け
医
機
能

研
修
制
度
（
修
了
申
請
や
応

用
研
修
の
単
位
取
得
状
況
な

ど
）
に
関
す
る
内
容
：
ご
所

属
（
地
元
）
の
都
道
府
県
医

師
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

③
そ
の
他
：
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ

ム
の
サ
イ
ト
か
ら
ご
希
望
の

研
修
会
を
検
索
し
て
、
「
講

習
会
詳
細
」
へ
進
み
、
「
主

催
者
問
合
せ
」
よ
り
メ
ー
ル

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

本
年
の
税
控
除
を
希
望
す
る
方
は
お
早
め

に
ご
加
入
手
続
き
を！

国
民
年
金
基
金
制
度
で

は
、
税
制
上
、
掛
金
全
額
を

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
課

税
所
得
か
ら
控
除
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

社
会
保
険
料
控
除
は
、
本

年
中
に
納
付
し
た
掛
金
額
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
掛
金
額

の
口
座
引
き
落
と
し
は
２
カ

月
遅
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
９
月
中
旬
ま
で
に
加
入

手
続
き
を
さ
れ
た
場
合
、
９

月
分
（
初
回
分
）
の
引
き
落

と
し
は
11
月
と
な
り
ま
す

が
、
年
度
内
の
「
一
括
納
付
」

を
選
択
さ
れ
た
場
合
、
11
月

時
点
で
来
年
３
月
分
ま
で
の

納
付
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
令
和
６
年

は
、
合
計
で
７
カ
月
分
を
控

除
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
仮
に
、
掛
金
の
月
額

上
限
額
６
万
８
０
０
０
円
で

ご
加
入
の
場
合
、
６
万
８
０

０
０
円
×
７
＝
47
万
６
０
０

０
円
が
本
年
の
控
除
対
象
と

な
り
ま
す
。

更
に
、
生
計
を
同
じ
く
す

る
ご
家
族
分
の
掛
金
を
負
担

し
た
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の

分
も
課
税
所
得
か
ら
控
除
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。特

に
、
本
年
の
税
控
除
適

用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
年

内
の
掛
金
引
き
落
と
し
が
可

能
な
10
月
11
日
（
必
着
）
ま

で
に
加
入
申
出
書
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
の
手
続
き
を
お
勧
め
い

た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
基
金
事
務

局
（

０
１
２
０
─

７
０
０

６
５
０
）
ま
で
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上

で
も
、
資
料
請
求
や
加
入
申

し
込
み
の
お
手
続
き
が
で
き

ま
す
。

書
籍
紹
介

北
里
柴
三
郎
と
高
木

兼
寛
─
受
け
継
が
れ

る
べ
き
二
人
の
〝
医
〟

志
─

相
澤
好
治
　
著

本
書
は
日
本
医
師
会
産
業

保
健
委
員
会
委
員
長
を
長
く

務
め
て
い
る
相
澤
好
治
先
生

（
北
里
大
学
名
誉
教
授
）
が
、

日
本
医
師
会
の
前
身
で
あ
る

大
日
本
医
師
会
初
代
会
長
の

高
木
兼
寛
先
生
と
、
日
本
医

師
会
初
代
会
長
の
北
里
柴
三

郎
先
生
の
生
涯
を
描
い
た
も

の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
は
、
当
時
、
国

民
病
と
言
わ
れ
た
脚か

っ

け気
病
を

克
服
し
た
高
木
先
生
の
業
績

と
、
破
傷
風
菌
の
純
粋
培
養

と
免
疫
血
清
療
法
を
確
立
し

た
北
里
先
生
の
業
績
を
そ
れ

ぞ
れ
振
り
返
る
と
と
も
に
、

二
人
が
実
験
的
衛
生
学
と
疫

学
と
い
う
衛
生
学
の
流
れ
を

確
立
し
た
経
緯
が
詳
説
さ
れ

て
い
る
。

本
書
の
最
大
の
特
徴
で
あ

る
第
七
章
の
「
日
本
医
師
会

の
設
立
」
で
は
、
高
木
先
生

と
北
里
先
生
が
ど
の
よ
う
に

医
師
の
組
織
化
を
図
っ
た
の

か
を
、
歴
史
的
背
景
と
共
に

解
説
し
て
い
る
。

ま
た
、
著
者
が
産
業
保
健

を
専
門
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
武
見
太
郎
第
十
一
代
日

本
医
師
会
長
と
産
業
医
制
度

の
創
設
の
経
緯
に
つ
い
て
も

言
及
さ
れ
る
な
ど
、
他
書
で

は
類
を
見
な
い
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

新
紙
幣
の
肖
像
が
北
里
先

生
と
な
っ
た
今
、
医
師
会
の

創
設
に
も
携
わ
っ
た
明
治
期

の
医
師
達
の
医
学
へ
の
志
を

振
り
返
る
良
い
機
会
と
も
言

え
、
医
師
会
関
係
者
の
み
な

ら
ず
、
広
く
医
療
に
携
わ
る

方
々
に
一
読
を
お
薦
め
し
た

い
一
冊
で
あ
る
。

定
価　

１
７
６
０
円
（
税
込
）

発
行　

バ
イ
オ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ズ

（https://www.uoeh-u.

a
c
.
j
p
/
m
e
d
i
c
a
l
/

isikaikensyu.html

）

よ

り
、
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

◆
受
講
料
：
16
万
円
（
税
込
）

（
テ
キ
ス
ト
・
資
料
代
、
昼

食
代
を
含
む
）

◆
単
位
申
請
：
基
礎
研
修
50

単
位
（
前
期
研
修
14
単
位
、

実
地
研
修
10
単
位
、
後
期
研

修
26
単
位
）

◆
取
得
資
格
：
日
本
医
師
会

認
定
産
業
医
資
格
（
日
本
医

師
会
へ
の
申
請
に
よ
り
認
定

書
が
交
付
さ
れ
ま
す
）

◆
講
師
：
産
業
医
科
大
学
の

教
員
及
び
産
業
医
学
分
野
の

専
門
家

◆
そ
の
他
：
産
業
医
科
大
学

の
受
講
証
明
書
を
発
行
し
ま

す
（
た
だ
し
、
こ
の
受
講
証

明
書
は
認
定
産
業
医
の
資
格

を
証
明
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）。

お願いお願い
　日本医師会のLINE公式アカ
ウントへの友だち追加をお願
いします。

友だち追加は
こちらから
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